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学力向上研究班 令和４年３月

令和３年度久留米市教育センター調査研究

くるめ版 学力向上のすすめvol. ３

Step 2.５
プランの
実践

１ 学力向上班の調査研究の概要
２ オリジナル「授業スタンダード」「学習評価アンケート」の作成

（合川小、京町小、三潴小）
３ 「授業スタンダード」「授業評価アンケート」の活用（合川小）
４ 「授業評価アンケート」の活用（京町小、三潴小）
５ Ｑ－Ｕテストを活用した児童の実態把握（城島小）
６ 調査研究校（小学校４校）の取組から見えてきた成果
７ 視点２【授業づくり】、視点３【学力基盤づくり】の取組

（青陵中、牟田山中、北野中）
８ 視点５【家庭等との連携】、視点４【職員の意識・指導力の向上】

の取組（青陵中、牟田山中、北野中）
９ 調査研究校（中学校）の取組から見えてきた成果

１０ ３年間の調査研究の総括



Step1  学力向上プランの作成
・課題の分析
・要因の検討
・目標の設定
・取組の設定

Step3 学力向上プランの改善のポイント

Step2.5 学力向上プランの実践（やってみる）

Plan
計画

Do
実行

Check
評価

Ａction
改善

PDCAサイクル
を基に実践

各調査研究協力校の取組を基に、具体的な効果
のある授業改善（学力向上）の方策を紹介します！

vol. ３では
ここを中心に
紹介

Step２学力向上プランの共有（みんなのものに）

ｐ．２

※（ ）内の期間は、調査研究協力校としての期間

調査研究協力校紹介

小学校（４校） 中学校（３校）

合川小学校（R1～R3）

城島小学校（R1～R3）

京町小学校（R3）

三潴小学校（R3）

青陵中学校（R1～R3）

牟田山中学校（R3）

北野中学校 （R3）

１ これまでの学力向上に係る調査研究の概要です



２ 合川小、京町小、三潴小の取組の共通点は？

学力向上プラン視点２【授業づくり】
１ 「授業スタンダード（学習過程）」
の作成
２ 「授業評価アンケート」を関連さ
せた取組

１「授業スタンダード（学習過程）」の作成

２「授業評価アンケート」を関連させた取組

くるめ授業スタンダードを基に

各ステップ（学習段階）を意識して
オリジナルの学習過程を作成

オリジナル授業スタンダード（例）

授業アンケート（例）

くるめ授業スタンダードを活用

各ステップの学習活動を意識して
アンケート項目の内容を作成

ｐ．３



p．４

３ 「授業スタンダード、授業評価アンケート」
の活用とは？（合川小）

１「学習過程の７つのステップ」
（授業スタンダード）

２「授業評価アンケートの活用」

合川小オリジナル
学習過程の７つのステップ

※日常の活用例

⇒算数科を中心に展開

⇒週指導計画に①～⑦の
段階における主活動を明記

⇒校内研修等における
リフレクションの観点
日常的に７つのステップを
意識し、点検・評価すること
がポイント！

算数アンケート（児童による授業評価）

※４段階評定法で回答
【４できた ３まあまあできた ２あまりできなかった １できなかった】

① 今日の学習のめあてを自分で考えることができましたか？

② 図、式、表、グラフなどを使って、自分の考えを書くこと
ができていますか？

③ 自分の考えを友達に説明したり、友達の考えを聞いて、
自分のノートに付け加えたりすることができていますか？

④ 今日の学習でわかったことを自分の言葉で書くことが
できていますか？

各学期ごとに算数アンケートを実施

アンケート項目を、下の７つ
のステップに関連して作成

合川小オリジナル
学習過程の７つのステップ



ｐ．５

１学期

3.1 UP

２学期

3.21 非認知能力に係る面もUP！

２「授業評価アンケートの活用」

①めあて ②個人思考 ③交流 ④振り返り

１学期のアンケート結果（平均値）

3.0 3.1 2.7 2.8

結果を分析し、数値の低い項目を重点的に改善

①めあて ②個人思考 ③交流 ④振り返り

２学期のアンケート結果（平均値）

3.0 3.1 ３.２ ３.３

up up

３ 取組の効果
※標準化得点＝自校平均正答数÷県平均正答数×100
※三潴小、京町小、城島小も同様

※各種学力調査
５年生：福岡県学力調査
６年生：全国学力・学習状況調査

□ 各種学力調査における標準化得点による比較（同集団比較）

国語

R02（５年生） R03（６年生）

算数6.7UP 10.4UP

□ 授業評価アンケート（児童用）一部抜粋

Q：授業の中で「何でだろう？」「やってみたい」「できるようになりたい」と思う場面がある。

【４ そう思う ３ どちらかと言えばそう思う ２ どちらかと言えばそう思わない １ そう思わない】

A学級の事例を基に、取組
を紹介します！

児童生徒による客観的なデータや７つのステップとの関連を図ることで、段階ごとに焦点化し
て授業改善における支援等の在り方について、同学年等と協議を深めることにつながります。

合川小学校の結果



ｐ．６

４「授業評価アンケート」の活用とは？
（京町小、三潴小）

１「授業評価アンケート」の作成

２校とも、１「授業スタンダード」は
くるめ授業スタンダードを活用。

２校とも、くるめ授業スタンダー
ドの各ステップの学習活動と
関連させてアンケート項目の
内容を作成。

２「今後の重点目標を設定」

※２校の共通点を中心に紹介

京町小オリジナル
授業評価アンケート

三潴小オリジナル
授業評価アンケート

２校とも、各学期末に
アンケートを実施。

三潴小学校の取組

関連

関連

アンケートを活用して重点を焦点化

② 各学期のアンケート結果から課題等を分析

③ 各種テストや分析結果から改善策を学年や
部会で検討

① 「めあて、まとめ、振り返り」に重点

学習過程における重点項目を設定し、焦点化してアンケート結
果を分析しながら検討していくことも授業改善に向けて有効！



p.７

２「授業評価アンケートに基づいたワークシートの作成」

京町小学校の取組右にあるワークシートを作成し、授業評価
アケート結果を分析しながら、下記の手
順で授業改善に向けた具体的な支援の
在り方を検討していきます。

① 各学期に実施した結果を比較し、
授業改善の成果と課題を分析

② 分析結果から明らかに課題の
要因を検討

③ 要因から具体的な改善策を作成

④ アドバイスを基に再度改善策を
作成、そして実践

※左右の〇番は連動しています。

①

②

③

④

３ 取組の効果

□ 各種学力調査における標準化得点による比較（同集団比較）

国語

R02（５年生） R03（６年生）

算数０.５UP ６.９UP

□ 調査研究に係るアンケート（教師用）一部抜粋

Q：学力向上プランに基づいた取組を振り返って（自由記述）

三潴小学校の結果

京町小学校の結果 国語 算数３.５UP １.５down

A：児童が評価した結果を基に、各先生方が客観的に授業を振り返り、主体的に
授業改善に取り組む姿勢が多く見られるようになった。（管理職等）

A：改善策をベテランの先生方等と協議することで、様々な指導法等について
学ぶことができた。（若年の担任等）



５ Q－Uテスト等を活用した児童の実態把握
とは？（城島小）

学力向上プラン視点３【学力基盤づくり】
Q－Uテスト等の分析を活用した児童の
実態把握

A学級の事例を基に、取組を紹介します！

１ Q-Uテスト等の分析を活用した児童の実態把握

２ 組織的な学習支援体制

A学級 １学期のQ－Uテスト結果右の結果を基に、以下の手順で実態把握を実施

② 学年間等で状況を共有した児童理解

③ Q－U研修会を通して、日常の支援
（励まし等の声掛け）内容の共有

① 要支援群等の児童について学習状況
人間関係等の把握

上記の分析結果を基に、以下の手順で
学習支援等を検討（要支援群等の児童を
中心に）

① 定期的な打合せ（情報共有）
管理職、学年主任、担任、
支援スタッフ

支援スタッフ会

支援スタッフ

学級担任

内容

② 重点単元、少人数指導の編成、実態
に応じた教材作成、指導法等について
の協議や共有

協議等を経て作成した教材等

p．８



３ 取組の効果

A学級 １学期のQ－Uテスト結果 A学級 ２学期のQ－Uテスト結果

p.９

〇 「授業スタンダード」のように、学習過程の枠に基づいた授業

⇒全職員で目指す授業の在り方を共有、実践

〇 「授業スタンダード」と「授業評価アンケート」を関連させ
指導と評価の一体化を意識した授業改善

⇒児童による授業評価の結果を受けて、改善する視点が明確

〇 若年教員が児童理解や指導法等を学ぶ機会（校内OJTの推進）

〇 学年等による組織的・協働的な児童理解等を通した学習支援の取組

⇒授業における個に応じた支援の在り方が改善

視点２

視点３

全体

組織的な支援等を行うことで、満足群等の児童が
増えていることがわかりますね！

□ 各種学力調査における標準化得点による比較（同集団比較）

国語

R02（５年生） R03（６年生）

算数３.５UP 10.4UP城島小学校の結果

１学期

２.９８ UP

２学期

3.４８

□ 授業評価アンケート（児童用）一部抜粋

Q：授業の中に、自分の考えを発表しようとする場面がありますか。

【４ そう思う ３ どちらかと言えばそう思う ２ どちらかと言えばそう思わない １ そう思わない】

視点２

６ 小学校４校の取組から見えてきた成果とは？

非認知能力に係る面もUP！



７、８ 青陵中、牟田山中、北野中の取組の共通点は？

〇根拠･原因・結果を意識して自分の考えを説明させる
→思考過程の説明を重視

「○○○なので，〇〇〇だとわかった。」
「○○○なので，〇〇〇である。」

〇Ｒ３年度は、書く活動に重点を置く
１学期の反省をもとに、 「振り返り」の書き方を統一

自力解決をめざして、「個人→小集団→個人」の、
書いて表現する活動を設定

「青陵学び合いスタイル」を取り入れた授業実践

生徒の振り返りの内容が充実

○授業チェックリスト（教師用）と授業アンケート

（生徒用）の両方に、表現に対する質問項目を

設定して、授業改善に活用

P．１０

「どのようにして分かったか」
「これから頑張ること」を記述

○学んだことや課題・改善策を書いて表現

学力向上プラン視点２【授業づくり】

毎日の授業で、考える活動と考えたことを表現する活動を設定

問題解決的な学習過程と、
考えの言語化を重視しています。



合唱練習（合唱委員） 無言清掃（美化委員）

〇職員全員の共通理解と毎日の丁寧な指導
〇職員も生徒と一緒に「当たり前」として実践
〇リーダー育成の観点から、生徒会活動と連動させ、
生徒の主体的な取組に

北野中の３本柱
「挨拶・掃除・合唱」

学力向上プラン視点３【学力基盤づくり】

生徒の行動目標を柱とした積極的生徒指導

職員全員による積極的生徒指導

ｐ．１１

〇３つの行動目標を学校生活のあらゆる場面で
意識できるように指導
【時を司る】終日ノーチャイム

→時計を見て、次に取るべき行動を考える

行動目標への意識改革

毎日の指導の積み重ねが、リーダーとしての意識
向上、生徒の成長に大きく関係しています。



ｔ

〇生徒の意見を反映させ、形式等
の改善を重ねる

〇授業の振り返りを充実させ、
家庭学習の目的を明確にできる
よう指導する

〇教師が目を通し、学習のアドバ
イス等を記入する

〇保護者の評価を取り入れる

牟田山ノートを活用した、目的ある自主学習

家庭学習時間が増加

○メディアコントロールチャレンジの取組
（年間３回、小・中合同で実施）

メディアコントロールチャレンジ週間の設定
家庭学習時間調査の実施と結果の見える化

○毎週月曜日に家庭学習時間を調査
➡結果をグラフ化し、職員室前に掲示

学力向上プラン視点５【家庭・関係機関との連携】

家庭学習を充実させるための工夫

P．１２

「授業との関連を図り、目的を明確にもたせる」「成果等をフィードバックし、意欲等の継続を
図る」 「保護者の評価を取り入れる」等の工夫が効果的です。



〔効果的だった点〕（調査研究に係るアンケートより）
〇３観点をバランスよく出題することができ、めざすテスト内容が具体的に見えてくる
〇自分の授業を見直して、思考力問題を意識した授業づくりができる
（授業と定期考査を一体として考えることができる）
〇各教科のめざす生徒像を学年を超えて共有し、意思統一した取組ができる
〇生徒も思考力を問う問題を意識して解くようになった
〇具体的に考え、記述できる生徒が増えた

中学校３校の取組の効果

□各種学力調査における標準化得点による比較（同集団比較）

青陵中学校 ： 数学 10.９ＵＰ ※無回答率（類似問題の比較）
国語 28.0%  ➡ ０％
数学 36.6％ ➡ ０％

牟田山中学校： 数学 ６.５ＵＰ

北野中学校 ： 国語 ０.３ＵＰ
数学 ８.９ＵＰ

〇学力向上コーディネー
ターが、 評価・改善の
視点から協議できる
ように、ワークシートを
作成

〇学期末の教科部会で
定期考査問題を持ち
寄り、 各教科の重点
取組と定期考査問題
改善のポイントを関連
させて協議

ｐ．1３

青陵中学校では、
無回答率も減少しました！

授業改善と定期考査問題改善を関連させる取組

学力向上プラン視点４【職員の意識・指導力の向上】

定期考査における思考力を問う問題の出題

定期考査等の問題やその結果を分析し、改善を重ねていくことで、
めざす生徒の姿や授業改善の方向性が明確になります。



９ 中学校３校の取組から見えてきた成果です！

※一部抜粋調査研究に係るアンケート（教師用）から （中学校）

P．１4



【学力向上プランの作成と共有】
〇 児童生徒の実態を踏まえた学力向上プランを作成することで、
取組が具体化する
〇 「作成を職員全員で行う」「学力向上プランを掲示する」など
課題や取組を共有する工夫が必要である

【学力向上プランの実践】
〇 各取組を役割分担して進めるなど、推進体制を確立することは
職員の協働意識を向上させる上で効果的である
〇 学力向上プランの取組を協働して行うことが、児童生徒の学習
意欲の向上や学力向上へとつながる

【学力向上プランの改善】
〇 指導と評価を一体化させることで、効果的な改善策が見えて
くる
〇 授業、家庭学習指導、定期考査問題を関連づけることで、
授業改善の方向性が明確になる

○ 職員の学力観の共通認識を図り、具体的な実践を協働して行うこと

○ 授業アンケートの結果等から見えてくる課題と課題改善への取組がつ
ながるように、改善の方策や手立てをより焦点化し、共通実践すること

○ 校内研修や普段の授業において、検証改善（ＰＤＣＡ）サイクルの
ＣＡ（評価、改善）を積み重ねていくこと

今後は・・・

ｐ．1５

１０ ３年間の調査研究の総括です！

が必要です！



【令和３年度 学力向上研究班】
教育センター 指導主事 北島 志保、三池 暁久
学校教育課 指導主事 吉田 彩、松元 崇、須田 新之介
学力向上調査研究協力校 合川小学校、城島小学校、京町小学校、三潴小学校

青陵中学校、牟田山中学校、北野中学校

久留米市教育センター 福岡県久留米市南１丁目８番１号
TEL：0942(36)9777/FAX:0942(35)9930


